
質疑応答の状況（要旨） 

質  問 ・ 意  見 回     答 

工事の発注状況について 

・昨年同期に比べて件数が増えている要因は何か。 

 

・12～３月は工事が多く、平準化が図られていないので

はないかと感じる。発注件数を平準化するための施

策や今までやってきたことに関する評価について、

どのように考えているのか。 

・今後も平準化に取り組みながら、事務処理の効率性や

競争性の確保に努めてほしい。 
 

・詳細は把握できていないが、年度途中の補正予算等の

影響があったものと考えている。 

・県では、年度途中に次年度予算に係る議決を得て年度

当初から発注を行う、予算の繰越の承認時期を従前の

２月議会から11月議会に前倒しする、設計を早めに行

うなどの対応を行い、平準化を図っている。 
 

令和５年度公共工事の入札・契約制度について 

・フレックス方式について、目安として示した終期より
前であれば、いつでも工事を終わらせてよいという
ことか。また、そのメリットは何か。 

 

・早く終わった場合は、それで引き渡しとなるのか。 
 
・令和５年度の制度改正の効果はみられているのか。 
 
 
 

・何らかの形で効果を確認する必要があると思う。 

 

・発注者が示した全体工期の中で、受注者が始期と終期
の両方を決めるというものである。事業者が余裕のあ
る工期を設定することで、技術者の配置を柔軟に行い
円滑に執行できるという利点がある。 

・工事が早く終われば事業者が次の現場に行けるので、
竣工検査をして引き渡しを受けることになる。 

・現場代理人の兼務要件の緩和は技術者不足への対応と
して、また、ＩＣＴ活用工事や余裕期間設定工事等の
見直しは従業員の休暇の取得促進など働き方改革への
対応として、一定効果があったものと考えている。 

 

抽出案件について  

１ 高松港 朝日地区埋築工事（護岸工） 

・入札参加資格確認票について、事務処理の効率化や簡

略化の観点から、様式を分かりやすくした方がよい。 
 

 

２ 中讃流域下水道 大束川浄化センター直流電源設備等改築工事（電気設備） 

・1者入札の原因は何か。 
 
 
 
 

・既存の機器を設置した業者は当該落札者と同じか。 

・電気工事であれば、設置（施工）した業者が更新を行
う方が有利になるのではないか。 

・本工事は、稼働中の直流電源設備と汚水ポンプ設備の
電気設備の更新を行うものであり、工事内容が専門的
で技術的な難易度が高い。また、設備機器の費用が工
事費の8割を占めており、利益が低くなる懸念があり、
応札が難しかったものと推測される。 

・別の会社である。 

・更新のやりやすさという観点でいえば、設置した業者
であれば容易な点もあったと思われる。 

 
３ 丸亀病院Ａ棟屋上防水改修工事 

・低入札に対する評価により、全ての企業の加算点がマ
イナスとなっているとの説明があったが、低入札の
基準値は適切だったのか。 

 
 
 

・他の工事でも低入札は多いのか。 

・予定価格が適切かということだと思うが、県で設定し
た単価に基づき適切に設定している。本案件の業種・
業界は、参加者の応札意欲が高く、競争意識が強く働
いた結果、多くの業者が低入札調査基準価格を下回る
ことになったものと思われるが、著しく下回っていた
わけではなかった。 

・この時期、防水工事関係は、低入札が比較的多く発生
していた。 

 
４ 西道維第95号 県道紫雲出山線外１線 道路維持修繕工事（道路情報表示板） 

・入札結果票の予定価格や最低制限価格、入札金額等に

ついて、どのように見ればよいのか。 

 

・税抜き又は税込みのいずれかに統一すべきである。 
 

・入札金額は税抜きであるが、予定価格と最低制限価格

は税込みである。入札金額を 1.1倍すれば、予定価格

等と比較することができる。 
 

５ 小道維第68号 県道上庄池田線 道路維持修繕工事 
・不参加と辞退の違いは何なのか。 ・応札しなかった業者のうち、届け出があったものは辞

退、なかったものは不参加としている。 
 

 


